
































































































































do you do?”、“Nice to meet you.”と学び、大学でもネイティヴから“How do you 
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（1）How do you do?
　　「いかに」「か」「あなた」「すごす」
（2）It’s nice to meet you.
　　「それ」「です」「すてき」「会う」「あなた」
（3）I went to London last summer.
　　「私」「行った」「に」「ロンドン」「去年の夏」
（4）Sunshine makes me happy.
　　「太陽の光」「する」「私」「幸せ」
（5）Mary presented me this scarf last Christmas.
　　「メアリー」「プレゼントした」「私」「このマフラー」「去年のクリスマス」
（6）I wondered lonely as a cloud.
　　「私」「さまよった」「ひとり」「ように」「雲」
（7）Shall I compare thee to a summer’s day?
　　「か」「私」「喩える」「君」「に」「夏の日」




















（3）I went to London last summer.
　　「私」は「行った」「に」「ロンドン」「去年の夏」に





































































































しまう。各語群で見てみれば、“The president of the United States”では、“president”
にはピッチ・アクセントを、“United States”にはストレス・アクセントをしっかり付
けて発音する必要がある。





















The president of the United States/ is going to visit Japan/ next month.
合衆国大統領／日本を訪問の予定／来月
ゆえに、「合衆国大統領」（The president of the United States）、「日本を訪問の予定」（is 
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時間を設ければよいと言える。“We should think in English.” “I’d better try to think 
in English.” “Why don’t we think in English?” “I’ll try it, to think in English and I 




　　What is this in English?  This is a pencil.
　　What is that in English?  It’s a cucumber.
　　What is she?  She is a salesclerk.  She sells shoes.
　　What am I doing now?  I’m buying a ticket.
（2）Where?
　　Where am I now?  I’m at the station.
　　Where is my key?  It’s in my pocket here.
　　Where is my mother?  She may be at home.
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　　Where am I having lunch?  At the cafeteria.
（3）When?
　　When is it now?  It’s five twelve.
　　When am I going to meet her?  I’m going to meet her at three.
　　When will she go swimming?  She goes swimming on Mondays.
　　When does the bookstore open?  At ten am.
（4）How?
　　How are you today?  I’m fine, thank you.  And you?
　　How do I open this?  With the scissors.
　　How will I go to the station?  By bus or on foot?  On foot for health today.
　　How will she get in touch with me?  Maybe by e-mail.
（5）Why?
　　Why am I at the theatre?  I’m going to see the cinema.
　　Why am I happy?  I’ve seen my girlfriend.
　　Why is this here?  My brother left his pass.  I’ll call him.
　　Why do I have to study English?  I want to live in America someday.
上記のような英語による自分との対話ならいつでも、どこでも可能である。それこそ、
ペットに英語で話しかける習慣をつけることも可能である。中学校で学習する英語と自
分で学習する英語を合わせれば自分一人でも英会話の練習が可能であることを提案でき
たのではないだろうか。
以上、この章では、英語で考えられるようにするための工夫を提案してみた。個人で
も教室でも友人同士でも英語で話すことは可能であることを強調したい。付け加えるな
らば、英語で話せるようになりたいという憧れと忍耐強い努力が必要なだけである。
結論
本学紀要の第13号で「日本人の英語はなぜネイティヴに通じないか」、第14号で「英
語はなぜ日本人には難しいのか：日本語と英語の発音上の根本的違い」、そしてこの号
で「日本人が英語で考えられない原因：語順の違いと英語音声の特質」と題して、我が
国の英語教育の改善のために拙論を書いてきたつもりである。このような考察が可能に
なった背景には日本人学者の素晴らしい研究成果があることを述べておきたい。ただ筆
者は英語教育改善というテーマに絞って、いくつかの研究成果を再編成したにすぎない。
学者の研究というのは自己の利益や出世のためにあるのではなく、人々の利益と幸福感
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のためにあるのだと信じている。ゆえに、筆者の三つの拙論が英語教育に携わっている
先生方や英語学習に励んでいる学習者の役に立つようであれば、この考察も研究であっ
たと確認できるかもしれない。
今回の議論では、特に語順の違いと音声的特質との関係を考察してみた。結論として
確認すべきことは、第一に、日本語と英語の語順の違いが我々が英語で考えることを困
難にしていることである。第二に、英語のリズムを習得することで英語の思考の速度に
追いつけることである。そして、最後に、膠着語の思考形式とは別にイントネーション
の思考形式を習得することで、英語での思考が可能になるということである。
以上、日本人の多くが意志さえあれば英語でコミュニケーションができるようになる
ための方法を提案した。
（本学非常勤講師）
